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の腎機能恢復が良好であるというデータに 基 き行 っ
た.蛋白尿に対して;術後2週間にて退院,1ケ 月後
蛋白尿は消失した.























































































































6.本教室に於ける腎腫瘍の統計 的観 察:岡 直
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のである.










8.ラ ジオ ・アイソ トー プ ・レノグラムについて ●
志田圭三,島崎 淳,洞 口亮夫,篠崎忠利(群 大)
外科的腎疾患の診断には総腎機能のみでなく,腎分離


















質問=加治安彦(名 大)ス ライ ドによると,左右
腎のレノグラムが同一紙上に記録されているが,こ れ










































一19例,輪郭異常6例,部 分的陰影欠損1例 で あ つ
た.



































































































14.尿管損傷 特に骨盤内手術に関連 して=原 田直








には,尿管 ・尿管吻合術 尿管 ・膀胱新吻合術,膀胱



























































































追加:岡 直友(名市大)尿 管は後方にも強 く,
生理的に屈曲しているものであるから,レ線的の研究
には,一方行に投影された正面側のみならず,側位ま












































































Schelle氏手術,膀 胱固定術を各1例 づっ に施 行し














































































































54 学 会 抄 録
が,畢丸は証明し得なかった.尿中Pregnantrio1は
高値(10.4mg/day)を示し,P.R.P.検査で左副腎の






































および翼状頸を証明した.外 陰部は全 く小児 様 で あ








茎癌:後 藤 薫,尾 関信彦,阿部貞夫,磯見和俊,*
村泰治郎(岐阜医大)抄録未着.
33.わが教室の最近5力 年間における前立腺腫蕩の































関連について,第2報 瀕液法(第 匪法)と 腎機能と












































38.静岡県下 のフイラリヤ症 について=山 田瑞穂


























40。症例供覧:森脇 宏,青木敏郎,神 畠 茂,鶴
圭一郎(神 戸医大)1)Priapismusの1例:47才男
子に発生せる症例で成因は不明,諸種加療するも無効
であつたが50日目に冠状溝部に自潰を生じ,血液流出
して治癒した.2)男 子尿道憩室の1例:54才男子の
陰茎縫線部に発生した示指頭大の軟なる腫瘤に対し摘
出術を行つた.憩室壁は定型的結核病変で占められ,
術後の検索で左腎結核の存在をも証明した.尿道結核
が憩室発生の原因となつた稀な症例である(臨床皮泌
に原著として掲載予定).3)膀胱憩室の2例:70才女
子及び65才男子の2例を報 じた.前者は内尿道ロポリ
ープ並びに憩室壁の扁平上皮化生を伴い,後者は憩室
結石を蔵していた等の点に興味がある(臨林皮泌に原
著として掲載予定)
